
N
E
P
A
L
.
.
.

「
小
雲
」
村
に
一
太
「
大
急
末
来

(
1
)
は
じ
め
に

九
九
九
年
夏
三
年
半
ぶ
り
に
ネ
パ
ー
ル
に
「
里
帰
り
」
し
て
き
た
。

七
月
二
六
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
の
十
一
泊
十
二
日
の
旅
Π
大
津
↓
関
空

↓
、
、
ン
コ
ク
↓
カ
ト
マ
ン
ズ
↓
チ
ャ
ン
グ
リ
ン
↓
チ
ト
ワ
ン
↓
ポ
カ
ラ
を

゛
、ノ

結
ぷ
「
ナ
マ
ス
テ
・
チ
ャ
ン
グ
リ
ン
・
ツ
ァ
ー
L
 
が
そ
れ
で
あ
る
。
学
生

時
代
の
一
九
八
0
年
、
八
一
年
、
ハ
ニ
年
と
三
回
に
わ
た
っ
て
公
衆
衛
生

に
関
わ
る
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
以
来
私
が
二
十
年
来
関
わ
り

を
持
っ
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
教
区
ア
ジ
ア
宣
教
活
動
委
員
会
主
催
の

ネ
ハ
ー
ル
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
『
二
十
年
総
括
誌
』
編
纂
の
た
め
の
資
料

蒐
集
と
、
次
期
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
協
同
作
業
内
容
の
確
認
、
ネ
パ
ー
ル
の

村
の
人
々
と
作
っ
て
き
た
ト
イ
レ
、
井
戸
の
使
用
状
況
や
村
の
開
発
状
況

を
学
ぶ
こ
と
が
大
き
な
旅
の
目
的
で
あ
っ
た
。

(
2
)
ネ
パ
ー
ル
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
は
?

九
六
0
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
「
全
共
闘
運
動
L
 
は
当
時
の
教
育
界

の
秩
序
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
た
。
そ
の
波
紋
は
キ
リ
ス
ト
教
会
に
も
波

一
丁

ノ
イ

及
し
、
教
会
闘
争
と
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
今
も
な
お
、
そ
の
余
韻
は

続
い
て
い
る
と
は
い
ぇ
、
一
九
七
0
年
代
中
頃
ま
で
に
は
い
わ
ゆ
る
「
正

常
化
」
と
い
う
形
で
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
、
教
会
か
ら
多
く
の
青
年
た

ち
が
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
最
中
、
一
九
七
八
年
五
月
二
七
日
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

予
定
さ
れ
て
い
た
「
宗
教
と
奉
仕
活
動
」
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
者
の

都
合
が
急
に
悪
く
な
り
、
た
ま
た
ま
宿
泊
し
て
お
ら
れ
た
岩
村
昇
さ
ん
(
日

本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
Π
J
O
C
S
ネ
ハ
ー
ル
派
遣
ワ
ー
カ

、ノ

ー
/
十
八
年
間
ネ
ハ
ー
ル
の
無
医
村
で
医
療
活
動
に
従
事
)
に
急
逓
講
演

、ノ

を
お
願
い
す
る
と
い
う
不
思
議
な
出
会
い
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
.
ワ
ー
ク
キ

ヤ
ン
プ
は
始
ま
っ
た
。

講
演
内
容
は
、
ネ
ハ
ー
ル
の
厳
し
い
自
然
と
人
問
の
共
生
の
姿
ア
ジ

ア
の
医
療
に
携
わ
る
現
場
の
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
鋭
い
問
い
か
け
で
あ
っ

た
。
菩
提
樹
の
話
・
菩
提
樹
は
、
水
を
与
え
て
二
十
五
年
た
っ
て
ょ
う
や

く
人
々
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
よ
う
な
葉
を
繁
ら
せ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
、
そ
の
生
い
茂
っ
た
木
の
た
も
と
が
旅
人
に
憩
い
を
与
え
る
場
所
と

な
り
、
そ
こ
に
立
ち
寄
る
人
の
た
め
に
水
(
ダ
ル
マ
コ
パ
己
が
備
え
ら

木
村
良
己

(
高
等
学
校
教
諭
)

紀
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れ
、
そ
ん
な
場
所
で
釈
迦
が
悟
り
を
開
い
た
こ
と
な
ど
、
ま
さ
に
菩
提
樹

が
植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
こ
そ
は
、
人
と
人
、
人
と
霊
が
出
会
う
所
で
あ

つ
た
。
又
、
岩
村
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
タ
ン
セ
ン
で
の
巡
回
医
療
の
話
Π

タ
ン
セ
ン
で
の
巡
回
医
療
を
終
え
た
帰
路
道
ば
た
に
倒
れ
て
い
た
お
ば

あ
さ
ん
を
背
負
っ
て
三
日
三
晩
歩
い
て
く
れ
た
若
者
に
、
お
礼
と
し
て
お

金
を
支
払
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
サ
ン
ガ
イ
・
ジ
ウ
ネ
.
コ
ラ
ギ
(
み
ん

な
で
生
き
る
た
め
に
)
」
と
言
い
残
し
て
お
金
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
若
者

の
話
(
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
)
は
、
圧
巻
で
あ
っ
た
。

「
京
都
の
教
会
青
年
を
ネ
パ
ー
ル
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
し
と
の
一
言
葉
に
促

さ
れ
て
、
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
岩
村
昇
さ
ん
が
提
唱
す
る
「
チ
ト
ワ
ン

地
域
総
合
開
発
計
画
L
 
の
元
に
、
多
く
の
青
年
た
ち
が
「
遺
書
め
い
た
文

声
を
下
宿
の
机
の
上
に
し
た
た
め
つ
っ
、
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
あ
れ

か
ら
二
十
年
、
チ
ト
ワ
ン
地
域
で
の
ト
イ
レ
作
り
・
植
樹
.
農
作
業
、
チ

ヤ
ン
グ
リ
ン
村
で
の
井
戸
掘
り
を
通
し
て
、
十
六
回
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

が
派
遣
さ
れ
、
延
べ
九
十
三
人
の
青
年
が
ア
ジ
ア
の
息
吹
に
触
れ
た
。
ち

つ
ぽ
け
だ
け
れ
ど
も
ネ
パ
ー
ル
民
衆
と
手
を
取
り
合
っ
た
協
力
関
係
は
、

幾
多
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
っ
、
着
実
に
歩
み
を
重
ね
て
き
た
。

「
教
育
と
は
人
を
育
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
が
育
っ
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
成
長
を
待
っ
こ
と
で
あ
る
」
、
「
生
き
る
と
は
、
与
え
ら
れ
た
い
の
ち
を

分
か
ち
ム
ロ
う
こ
と
:
:
:
小
さ
く
さ
れ
て
い
る
人
々
と
吐
ハ
に
し
と
の
夢
を
描

き
、
理
想
を
掲
げ
、
希
望
を
抱
き
つ
っ
、
形
と
し
て
の
「
ト
イ
レ
」
「
井
戸
」

を
作
り
な
が
ら
、
「
ア
ジ
ア
」
の
諸
課
題
と
出
会
い
、
「
ア
ジ
ア
」
か
ら
日

本
を
見
っ
め
、
自
分
を
見
っ
め
、
そ
の
体
験
を
携
え
つ
っ
「
こ
だ
わ
り
」

を
持
っ
て
生
き
る
多
く
の
仲
間
た
ち
が
存
在
し
て
い
る
。

]
ノ
イ

(
3
)
カ
ト
マ
ン
ズ
に
て

三
年
半
ぶ
り
の
カ
ト
マ
ン
ズ
。
標
一
局
一
、
四
0
0
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に

車
車
車
.
:
:
.
。
そ
し
て
、
排
気
ガ
ス
に
ょ
る
大
気
汚
染
。
初
め
て
訪

れ
た
二
十
年
前
に
見
受
け
ら
れ
た
光
景
・
牛
が
堂
々
と
道
路
の
真
ん
中
を

歩
き
、
人
や
自
転
車
が
避
け
て
通
る
様
子
は
今
や
陰
を
潜
め
て
い
た
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
固
め
ら
れ
、
煉
瓦
を
士
台
に
し
た
歩
道
橋
を
あ
ち
こ
ち
に

建
設
中
。
歩
道
橋
っ
て
日
本
で
も
便
利
な
よ
う
で
、
昇
り
降
り
す
る
の
に

し
ん
ど
い
思
い
を
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
よ
な
あ
、
と
思
い
起

こ
さ
れ
る
。

今
回
初
め
て
目
に
し
た
の
が
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
・
一
ブ
ン
プ
ー
(
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
走
る
三
輪
車
)
と
い
う
代
物
。
充
分
な
都
市
基
盤
が
整
わ
な
い

ま
ま
急
速
な
人
口
増
加
と
近
代
化
が
進
む
大
気
汚
染
都
市
カ
ト
マ
ン
ズ
。

サ
ッ
フ
ァ
ー
と
は
ク
リ
ー
ン
を
意
味
す
る
ネ
パ
ー
ル
語
ら
し
い
0
 
日
本
か

ら
の
O
D
A
援
助
に
よ
る
日
本
製
バ
ス
が
排
気
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
せ
て
走

つ
て
ぃ
る
の
を
見
な
が
ら
、
カ
ト
マ
ン
ズ
郊
外
に
作
ら
れ
た
ニ
ユ

バ

1
 
●

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
生
か
し
て
、
市
内
は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
走
る
車
の
み

に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
、
日
本
の
O
D
A
も
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
有
効
に

使
わ
れ
た
ら
い
い
の
に
、
と
思
っ
た
り
す
る
の
だ
が
:
:
:
。

故
マ
ザ
ー
.
一
ブ
レ
サ
が
率
い
た
愛
の
宣
教
者
会
"
ミ
ツ
シ
ヨ
ナ
リ
ー

ズ
.
オ
プ
.
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
行
っ
て
い
る
パ
シ
ユ
ハ
テ
ィ
ナ
ー
ト
寺
院
内

)

＼

し

ノ

の
一
局
齢
者
「
し
ょ
う
が
い
」
者
怨
と
と
も
に
、
今
回
「
マ
イ
テ
ィ
t
ネ

(
M
A
1
T
1
 
N
E
P
A
L
)
」
を
訪
ね
、
「
ネ
パ
ー
ル
の
マ
ザ

テ
レ
サ
L
 
と
呼
ぱ
れ
る
ア
ヌ
ラ
ダ
・
コ
イ
ラ
ラ
さ
ん
と
出
会
っ
た
。

1
 
●

彼
女
は
、
二
十
年
問
私
立
学
校
教
員
と
し
て
働
い
た
後
私
財
を
は
た
い

紀
行
仰

紀
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ル



て
、
「
マ
イ
テ
ィ
.
ネ
ハ
ー
ル
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
運
営
し
て
ぃ
る
。

最
近
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
年
間
に
五
、
 
0
0
O
S
七
、
 
0
0
0
人
の
十

代
前
半
の
少
女
が
売
春
目
的
の
た
め
に
イ
ン
ド
へ
と
売
ら
れ
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
 
T
R
A
F
F
1
C
K
E
R
と
呼
ぱ
れ
る
人
身
売
買
人

が
、
い
い
仕
事
や
結
婚
の
栗
あ
る
と
口
っ
て
は
塀
し
、
性
的
搾
取
肉

体
的
暴
力
に
ょ
っ
て
使
い
捨
て
に
さ
れ
て
帰
っ
て
き
た
時
に
は
、
破
傷
風
、

結
核
、
 
H
1
V
で
苦
し
み
、
命
を
奪
わ
れ
て
ぃ
る
と
も
い
う
。
ハ
シ
ュ
ハ

テ
ィ
地
域
周
辺
で
も
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
や
ド
ラ
ッ
グ
、
「
子
ど

も
売
春
L
 
が
増
加
し
つ
っ
あ
り
、
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
女
性
や
子
ど
も

た
ち
を
保
護
し
、
自
立
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
活
動
は
推
し
進
め
ら

れ
て
い
る
。
現
在
、
イ
ン
ド
と
の
国
境
沿
い
に
作
ら
れ
た
四
つ
の
ト
ラ
ン

ジ
ツ
ト
.
ホ
ー
ム
(
一
時
的
避
難
所
)
、
様
々
な
理
由
で
集
ま
っ
た
三
力
月

か
ら
十
六
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
共
同
生
活
す
る
マ
ヤ
.
ガ
ー
ル
ズ
.
ホ
ス

テ
ル
、
社
会
復
帰
と
自
立
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
.
セ
ン
タ
ー
(
ト
ヒ

ー
ネ
パ
ー
ル
帽
セ
ー
タ
ー
、
カ
バ
ン
な
ど
日
常
的
な
製
品
を
作
っ
て
ぃ

る
)
、
彼
女
た
ち
が
教
育
を
受
け
る
「
テ
レ
サ
.
ア
カ
デ
ミ
ー
」
(
マ
ザ
ー
.

テ
レ
サ
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
完
成
し
た
学
校
な
の
で
そ
う
名
付
け
ら
れ

た
)
な
ど
、
女
性
の
自
立
の
た
め
の
職
業
訓
練
や
収
入
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
現
場
に
触
れ
、
「
教
育
」
は
万
能
薬
で
は
な
い
が
、
非
常
に
重
要
な
鍵
を

握
っ
て
い
る
と
の
需
を
、
こ
こ
で
も
与
え
ら
れ
た
。

(
4
)
チ
ャ
ン
グ
リ
ン
に
て

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
、
バ
ス
で
四
時
間
。
グ
ル
カ
兵
の
名
前
で
知
ら
れ
る

゛
、ノ

ゴ
ル
カ
郡
そ
こ
か
ら
細
い
吊
り
橋
を
渡
り
、
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
歩

く
こ
と
二
時
間
。
最
近
よ
う
や
く
一
部
に
電
柱
が
立
ち
は
じ
め
た
チ
ャ
ン

一
]

ノ
イ

グ
リ
ン
村
か
あ
る
。

一
九
九
年
、
こ
の
村
に
ス
ワ
ッ
プ
ナ
ク
ン
ジ
ャ
.
ポ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
(
「
夢
の
庭
小
学
校
L
)
と
い
う
小
さ
な
私
立
学
校
が
生
ま
れ
、
私

た
ち
の
仲
問
で
あ
る
中
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
教
育
派
遣
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
派

遣
し
た
(
中
島
淳
さ
ん
は
帰
国
後
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
に
あ
る
近
江
兄

弟
社
学
園
中
高
の
聖
書
科
教
員
を
さ
れ
て
い
る
)
。
し
か
し
、
自
給
白
足
、

現
金
収
入
の
な
い
村
で
は
教
員
の
給
料
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

僕
ら
に
と
っ
て
の
「
夢
の
庭
」
は
、
二
年
と
い
う
短
い
働
き
を
終
え
た
(
詳

細
は
『
ナ
マ
ス
テ
.
チ
ャ
ン
グ
リ
ン
:
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ふ
も
と
の
村
で
』
中

島
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
支
え
る
「
ゴ
ー
バ
ル
の
会
」
交
流
報
告
誌
を
参
照
)
。
以

来
十
年
近
く
に
わ
た
り
、
チ
ャ
ン
グ
リ
ン
村
が
緊
急
に
必
要
と
し
て
ぃ

る
「
井
戸
掘
り
し
を
中
心
に
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
。
乾
期
の
ど
ん
詰
ま

り
に
は
井
戸
が
澗
れ
、
多
数
の
死
者
が
で
る
。
治
る
は
ず
の
病
気
も
治
ら

な
い
。
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
井
戸
で
は
な
い
け
れ
ど
、
洗
濯
や
飲
料
水

に
村
の
人
々
が
共
同
で
使
え
、
井
戸
端
会
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な

ク
ワ
(
水
場
)
を
、
毎
年
一
っ
ず
っ
作
っ
て
き
た
「
日
本
円
に
し
て
た
っ

た
三
万
円
の
水
場
」
を
作
る
た
め
に
「
航
空
運
賃
約
十
万
円
X
派
遣
人
数
」

を
か
け
る
非
合
理
な
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
。
で
も
単
に
カ
ネ
を
送
る
だ
け
で

は
な
い
、
形
と
し
て
の
「
井
戸
」
を
作
り
な
が
ら
、
大
地
に
汗
を
流
し
、

草
の
根
の
人
々
の
生
活
に
自
分
た
ち
を
適
応
さ
せ
て
ぃ
く
中
で
、
「
ア
ジ
ア

の
中
の
日
本
・
自
分
自
身
」
を
問
い
直
す
共
同
労
働
交
流
が
重
ね
ら
れ
て

き
た今

回
、
「
①
環
境
開
発
②
教
育
③
健
康
④
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動

す
る
現
地
N
G
0
」
"
D
1
Y
0
グ
ル
ー
プ
(
「
と
も
し
び
」
と
い
う
意
味
)

と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
「
も
う
井
戸
は
十
分
だ
!
」
と
の
返
事
。
公
衆
衛

紀
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】
丁

ノ
イ

生
に
関
わ
っ
て
き
た
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
は
ち
ょ
つ
ぴ
り
淋
し
さ
を

覚
え
た
か
、
十
年
か
か
っ
て
ク
ワ
(
水
場
)
や
イ
ナ
ー
ル
(
ポ
ン
プ
式
井

巳
が
掘
ら
れ
、
乾
期
の
ど
ん
詰
ま
り
で
も
人
が
死
な
な
く
て
も
済
む
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
と
の
言
葉
に
安
堵
。
協
議
の
末
、
せ
め
て
自
転
車
が
通

れ
る
よ
う
な
道
の
補
修
へ
ル
ス
・
ポ
ス
ト
の
建
設
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な

ど
の
提
案
が
な
さ
れ
、
あ
ま
り
に
大
き
な
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に
し
ば
ら
く
た

じ
ろ
ぎ
つ
っ
も
、
「
等
身
大
の
協
力
・
相
手
の
二
ー
ズ
に
立
っ
た
対
等
な
関

係
.
形
と
し
て
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
心
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
と
し

て
の
青
年
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
原
点
に
立
ち
返
り
つ
っ
、
し
ぱ
ら
く
は

こ
の
村
の
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
。

(
5
)
チ
ト
ワ
ン
に
て

遡
る
こ
と
五
十
年
近
く
な
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
一
面
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
あ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
南
部
、
イ
ン
ド
国
境
沿
い
の
チ
ト
ワ
ン
地
域
に
、
ア

メ
リ
カ
の
援
助
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
切
り
開
か
れ
、
山
岳
地
帯
に
住
む
人
々

が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
が
働
い
て
、

豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
化
学
肥
料
の
導
入
に
ょ
っ
て
士
地
が
痩

せ
、
人
口
が
増
え
て
「
排
池
物
L
 
が
自
然
の
サ
イ
ク
ル
で
は
自
然
に
帰
ら

な
く
な
っ
て
伝
染
病
の
温
床
と
な
り
、
森
林
伐
採
に
ょ
っ
て
水
も
澗
れ
始

め
て
き
た
。
今
か
ら
二
十
年
前
、
先
に
一
言
及
し
た
岩
村
昇
さ
ん
が
提
唱
す

る
「
チ
ト
ワ
ン
地
域
総
合
開
発
計
画
」
の
名
の
下
に
、
東
京
の
新
宗
連
グ

ル
ー
プ
に
ょ
る
「
農
業
改
良
普
及
」
、
愛
媛
の
岩
村
昇
博
士
協
力
会
グ
ル
ー

プ
に
ょ
る
「
植
林
」
、
我
々
京
都
グ
ル
ー
プ
に
ょ
る
「
公
衆
衛
生
と
し
て
の

ト
イ
レ
作
り
」
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
始
ま
っ
た
0

以
来
、
十
年
問
に
渡
っ
て
、
電
気
も
ガ
ス
も
水
道
も
ト
イ
レ
も
な
い
こ

紀
行
四

糺

現地NGO=Diy0 とのミーティング風景。 47人の村人が集まうた。
後ろの建物は、元「夢の庭小学校」。



一
丁

ノ
イ

の
村
の
学
校
に
公
衆
ト
イ
レ
を
作
っ
た
。
当
初
、
こ
ん
な
大
き
な
ト
イ
レ

本
当
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
?
・
と
の
疑
問
か
ら
、
素
掘
り
の
移
動
式
ト
イ
レ

や
、
移
動
し
た
後
に
バ
ナ
ナ
を
植
え
る
バ
ナ
ナ
ト
イ
レ
ッ
ト
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
十
五
年
後
前
回
訪
問
の
折
り
に
は
七
0
ハ

ー
セ
ン
ト
の
家
庭
に
簡
単
な
ト
イ
レ
が
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
回
は
、

多
く
の
煉
瓦
作
り
の
ト
イ
レ
が
模
倣
さ
れ
っ
つ
、
改
良
型
が
作
ら
れ
て
ぃ

る
様
子
に
触
れ
て
、
一
安
心
。
家
畜
の
糞
尿
を
撹
押
し
て
メ
タ
ン
ガ
ス
を

発
生
さ
せ
台
所
に
繋
ぐ
ゴ
ー
バ
ル
ガ
ス
発
生
装
置
の
普
及
と
併
せ
て
、
関

わ
り
始
め
て
か
ら
十
五
年
目
に
ょ
う
や
く
垣
間
見
ら
れ
た
成
果
。
当
初

「
チ
ト
ワ
ン
地
域
総
合
開
発
計
画
」
で
調
わ
れ
た
公
衆
ト
イ
レ
の
糞
尿
を
畑

に
撒
き
、
化
学
肥
料
に
頼
っ
た
農
業
か
ら
の
改
良
普
及
や
植
林
と
い
う
自

然
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
の
連
鎖
は
未
だ
完
成
し
て
は
い
な
い
。
菩
提
樹
二

十
五
年
同
様
二
十
年
、
三
十
年
の
ス
パ
ン
で
捉
え
な
お
す
こ
と
、
待
っ

こ
と
」
の
大
切
さ
に
触
れ
る
。
こ
れ
も
、
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
が
よ
く
言
う

「
ビ
ス
タ
ー
ラ
イ
!
ビ
ス
タ
ー
ラ
イ
!
(
ゆ
っ
く
り
!
ゆ
っ
く
り
!
)
」
な

の
だ
ろ
う
か
?
・

剛
途

(
6
)
お
わ
り
に

今
回
の
旅
は
、
九
八
年
代
ア
ジ
ア
の
草
の
根
の
人
々
と
繰
り
広
げ

ら
れ
た
二
十
代
の
血
気
盛
ん
な
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
は
ひ
と
味
違
い
、
四

十
代
に
な
っ
た
「
か
っ
て
の
青
年
た
ち
」
の
生
き
方
の
原
点
、
足
跡
を
辿

り
、
資
料
蒐
集
と
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望
を
切
り
開
く
旅
で
あ
っ
た
。

村
で
味
わ
っ
た
「
食
」
と
「
水
」
に
対
す
る
飢
え
と
渇
き
。
一
日
二
食

の
ダ
ル
.
バ
ー
ト
(
豆
汁
と
ご
飯
)
を
右
手
で
食
べ
る
だ
け
の
簡
素
な
食

゛
、ノ

事
。
一
り
ツ
ト
ル
入
り
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
計
画
的
に
、
チ
ビ
リ

紀

「クワ」(共同水場)の上で!

左から2人目が筆者
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チ
ビ
リ
と
大
切
に
飲
む
。
缶
カ
ラ
一
杯
の
水
と
石
鹸
と
を
持
っ
て
木
陰
に

行
っ
て
左
手
で
用
を
足
す
。
後
は
フ
ン
コ
ロ
ガ
シ
の
働
き
に
委
ね
、
自
然

の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
生
活
し
て
い
る
事
を
実
感
。
当
然
、
村
で
は
ゴ
ミ
な

ど
出
な
い
。
人
間
の
残
し
た
モ
ノ
は
家
畜
の
餌
に
な
り
、
す
べ
て
士
に
返

つ
て
い
く
0
 
何
で
も
か
ん
で
も
り
サ
イ
ク
ル
!
と
い
、
つ
と
イ
メ
ー
ジ
が
わ

き
に
く
い
か
、
と
に
か
く
修
繕
修
理
。
使
い
捨
て
と
は
訳
が
違
う
豊
か
さ
0

そ
し
て
た
だ
ひ
た
す
ら
歩
く
歩
く
歩
く
!
暑
く
な
っ
た
ら
木
陰
で
木
み
、

涼
し
く
な
っ
た
ら
働
く
、
こ
う
し
た
村
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
二
十
年
経

つ
て
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

よ
う
や
く
見
っ
け
た
茶
店
で
五
ル
ピ
ー
(
約
八
円
)
の
チ
ャ
ー
を
飲
む

に
は
お
釣
り
の
な
い
よ
う
小
銭
を
用
意
し
な
き
ゃ
。
百
ル
ピ
ー
(
約
百
弌

十
円
)
札
な
ど
持
っ
て
い
て
も
、
お
釣
り
な
ん
か
あ
る
わ
け
な
い
し
、
何

の
役
に
も
立
た
な
い
た
だ
の
紙
切
れ
同
然
。
貨
幣
経
済
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か

つ
た
も
の
に
は
何
と
も
一
言
え
な
い
空
し
さ
。

黙
々
と
川
原
で
石
を
砕
い
て
い
る
人
々
を
見
て
「
一
日
中
じ
ゃ
あ
重
労

働
だ
な
あ
し
と
つ
ぷ
や
き
、
「
何
言
っ
て
ん
だ
。
一
生
だ
よ
し
と
言
わ
れ
て

衝
撃
を
受
け
た
二
十
年
前
の
光
景
は
、
道
路
工
事
ラ
ツ
シ
ユ
の
た
め
か
、

今
も
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
た
。

あ
の
「
夢
の
庭
小
学
校
」
の
跡
地
(
と
言
っ
て
も
閉
鎖
中
は
家
畜
小
屋

に
な
っ
て
い
た
程
度
の
広
さ
な
の
だ
が
!
)
に
は
、
 
6
豆
今
含
、
m
 
ン
容
ル
.

ゆ
ヨ
て
則
晨
=
m
ず
 
W
§
島
品
仂
今
0
0
一
が
新
た
な
私
立
学
校
と
し

て
運
営
さ
れ
て
ぃ
た
。
公
立
学
校
へ
の
対
抗
上
英
語
に
力
を
注
ぎ
、
授
業

も
英
語
で
行
わ
れ
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
出
て
も
通
用
す
る
と
い
う
の
が
「
キ

り
し
の
英
才
教
育
で
あ
っ
た
。
ネ
ハ
ー
ル
文
化
、
ダ
ン
ス
、
詩
、
絵
画
、

一
丁

ノ
ー紀

如
0
ミ
品
仂
今
8
一
Π
夢
の
庭
小
学
校
」
!
。
シ
メ
ツ
ケ
の
厳
し
い
ハ
ン

チ
ャ
ヤ
ッ
ト
時
代
に
、
反
体
制
の
村
と
し
て
、
政
治
的
に
も
村
の
開
発
に

も
様
々
な
恩
恵
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
チ
ャ
ン
グ
リ
ン
村
に
と
っ
て
、

公
立
も
私
立
も
共
に
村
の
教
育
を
扣
い
、
学
校
を
中
心
に
村
ぐ
る
み
の
夢

を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
「
夢
の
庭
小
学
校
」
は
、
本
当
に

「
夢
の
跡
」
に
な
っ
て
い
た
。

今
、
こ
の
原
稿
を
指
先
で
操
作
し
つ
っ
バ
ソ
コ
ン
を
打
っ
て
い
る
0
 
旨

先
一
本
で
操
作
で
き
る
便
利
な
日
本
社
会
に
順
応
し
て
い
る
者
が
、
頭
の

て
っ
ぺ
ん
で
六
十
度
を
超
え
る
太
陽
の
直
射
日
光
を
感
じ
、
足
の
裏
に
ま

め
を
作
り
、
汗
を
噴
き
出
さ
せ
て
、
体
全
体
を
使
っ
て
生
き
る
生
活
を
取

り
戻
さ
せ
て
も
ら
っ
た
十
一
泊
十
二
日
の
旅
で
あ
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
民
衆
と
大
地
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
生
き
て
い
く
上
で
大
切

な
こ
と
を
腹
の
底
に
刻
み
込
ん
だ
か
つ
て
の
青
年
た
ち
は
、
今
後
も
年
齢

に
応
じ
た
ち
ょ
つ
ぴ
り
軽
め
の
「
ナ
マ
ス
テ
.
チ
ャ
ン
グ
リ
ン

ツ
ア
ー
」

.

を
人
止
画
し
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
本
当
は
毎
年
行
き
た
い
と
こ
ろ
な
の
だ

が
、
「
村
で
一
杯
の
水
を
我
慢
し
た
よ
う
に
」
ぐ
っ
と
こ
ら
え
な
が
ら
、
欠

゛
)
、

回
は
五
年
後
「
菩
提
樹
二
十
五
年
」
と
も
絡
ま
せ
つ
っ
、
ど
う
成
長
し
た

の
か
見
て
み
た
い
も
の
。
人
も
木
も
協
力
も
!

そ
れ
ま
で
、
澗
れ
る
こ
と
の
な
い
一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
た
「
い
の
ち

の
泉
L
 
を
湧
き
出
さ
せ
な
が
ら
。

体
育
な
ど
に
力
を
入
れ
て
ぃ
た
か
つ
て
の
我
ら
が
「
仂
器
冒
N
冨
巳
N

己
一
丁

素
ノ
イ
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